『いのち輝く　つながりが生んだ本物の学び10年』（ルック・2008年）第4章　補遺・補足
加藤聡一　20090204

※ 今回第4章のまとめガイドを担当しましたが、突貫工事で出版に至ったため不備が生じています。実践の並び順を学年順にと指定しましたが反映されず、また、私の原稿も学年順に書いたのですが本では学年順ではない順に段落も並びかえられてしまっており、意味がわからなくなっていますので下記のとおり修正いただければ幸いです。またまとめガイドは7つの教育実践記録を読んで書きましたが、私が読んだのは1次稿までです。その後本になってみると私が大事だと思って指摘・引用した箇所が削除されており、指定先のないコメントになってしまい、訳がわからないものになっています。以下に執筆者の了承を得て最低限2カ所だけ復活させておきます。復活させた2カ所以外にも大事なところはあります。特に他の授業との関連やカリキュラム全体での位置づけに言及されているところも大事な視点ですが今回は割愛します。

　生活教育の実践に惹かれたきっかけは、実践者本人もあまり意識していないだろうさりげなく書かれたところに教育の本質や発達構造があざやかに切り出されていることです。月刊誌『生活教育』では、実践記録には比較的長いページ数があてられており、そのような記述がちらほらと見られます。それが縮められるとなると削られてしまうことが残念です。ぜひ読者のみなさまには、元の『生活教育』掲載時の原稿を読むことをおすすめします（といってもバックナンバーはほとんどないので、ぜひ定期購読して次の出版に備えてください）。また、サークルや研究会、夏の研究集会などでは、原稿におさまりきれない、また原稿にはできないたくさんの話が聞けます。実践記録を読むときに、書かれていないこと・書けなかっただろうことにどこまで想像が届くかが大事ですが、その力は、書かれていないこと・書けなかっただろうことを実際に聞いたり経験したりすることでしかつけられないようにも思います。ぜひサークルや研究会、夏の研究集会などにもおいでください。　日本生活教育連盟HP　http://nisseiren.jp/　に案内があります。

　また、書名のサブタイトルも「10年」が入っているのが企画趣旨です。日生連を中心とした生活教育のこの10年間をまとめた歴史的記録の意味があります。

　なお下の表は、まとめガイドを書く際頭の中にあったものです。ぜひ参考にして実践記録からもっと多くのものを発見してほしいともいます。reproductionというのがキーワードですが原稿ではそこまで書ききれませんでした。これはフレーベルやデューイの根本思想でもあります。

第4章　自分が見え、世界につながる学び

　加藤聡一「まとめガイド　自分で世界をつくり出すプロセスを土台とする認識のひろがり」（pp.293-296）

（１）配置を学年順に

　岸実践を堀江実践の後に移動。私のコメントも岸実践についての段落を堀江実践についての段落の後に移動。（293ページ第3段落を296ページ3行目の後に移動。）

（２）文章再現

藤原実践　260ページ9行目の後の行に挿入

　　このような親の返事から、子どもたちには「大切に使い続けている物にはどんな物があるか聞いてみよう！」と呼びかけた。

矢賀実践　278ページ1行目「マサキがつぶやく。」の文の続きに挿入

　　今も焼夷弾の痕が残っている。鳥居の一部がこわれ、後方に飛んでいる。「戦争の傷跡は消えないね」　最後に休校中の小学校の裏にある墓地に行き、慰霊碑を探した。そこに座り込んだ子どもたち。「町の人がたくさんお花をあげてくれているね」「きれいに掃除してあるし」「みんな、あの日のことを忘れていないんだね」「町の人が海から拾い上げたんだから」次々と手を合わせた。

【参考】実践を分析しさらに深く学ぶために　　　　深く学べるように分析の枠（視点→理論）を考える。

実践
学年
教室につくり出している新しい世界・生活

reproduct
切り出される元の世界
集めている素材（特に宝）
素材との接点（よりしろ）
新しい世界の軸・方向性
新しい世界をつくっているモデルとなる人
教師から示唆を受けた素材（実践の組みかえ）
想像の世界の活用
認識世界の変化・発展

representations

・自然科学的認識

・先行させた認識

・おくらせた社会科学的認識、など
次に新しく起こった活動・行動
また現実の世界に出会い直して（適用）生まれる問い
カリキュラムの中で（特に教科との関連）
学年の発達構造のあらわれ
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大切に使い続ける
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花を手向け弔う人








松山
高2














